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『２０２２年度 レフェリーの目標と９人制の重点指導項目』 

ＪＶＡ大会運営事業本部 審判規則委員会 指導部 

 

１ 目 標  

（１）競技規則の精神を理解し，論理的・実践的な知識を習得する。 

（２）正しい判定をするための眼を養い，そのための基本的な動きや位置取りを研究し，審判技術の向

上に努める。 

（３）多くの経験を通して，強いメンタルと人間性の醸成に努め，よりよいゲームマネージメントに繋

げる。 

 

２ 重点指導項目 

【主 審】 

（１） ハンドリング基準について 

・講習会等へ積極的に参加し，すべての審判員がハンドリング基準の統一を図る。 

（２）オーバーネットの判定について 

・オーバーネットに関するルールおよび判定の仕方を正しく理解し，的確に判定する。 

・複数のブロッカーの場合は，どの選手にボールが接触したかを確実に判定する。 

（３）ラリー中の判定について 

・主審から見えにくい位置でのプレーについては，副審との協働が重要である。 

（４）サービス許可の吹笛のタイミングについて 

・ラリー終了から次のサービス許可の吹笛までの間に，確認すべきことをルーティン化する。 

・中断の要求に注意をはらい，問題が無い状況で吹笛する。 

 

【副 審】 

（１） 選手交代の組み合わせの確認について 

・選手交代およびセット間の選手交代は，記録員とともに組み合わせを確認する。 

（２）タイムアウトの要求の確認について 

・試合の流れを頭に入れ，タイムアウトの要求にタイムリーに対応する。 

・タイムアウトの要求がサービス許可直前の場合にも適切に対応する。 

（３）タッチネットの判定について 

   ・アタッカーのアタックヒット後のタッチネットに目を残し，的確に判定する。 

（４）アンテナ付近の判定について 

・アンテナに触れたのが，ボールなのか選手なのか，正確に判定する。 

 

【記録員】 

（１） 選手交代の組み合わせの確認について 

・選手交代およびセット間の選手交代は，交代できる組み合わせかどうか確認する。 

・セット間の選手交代は，前セット終了時の状況を基準に，組み合わせを確認する。 

（２）サービス順の誤りの処置について 

・速やかに処置ができるよう，正しい手順を確実に把握する。 


